バイオテクノロジー・機能性食品ステーション－6

沖縄食材を活用した機能性食品と化粧品の新商品の開発
岡山理科大学　臨床生命科学科　浜田博喜
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Keywords：メタボリックシンドローム・・・腹腔内の内臓脂肪の蓄積を主因として、糖尿病、高脂血症、あるいは高血圧を併発している症例をいう。本症例罹患者は、動脈硬化性疾患の発症頻度が高いことが明らかにされている。このような病態は、死の四重奏と呼ばれたものと一致する。
研究の目的
抗肥満食品成分としてカルニチンやカフェインなどのようなものが知られており、脂肪酸の燃焼促進作用などを謳っているが、美容目的のダイエットが主目的であるのに加え、抗肥満効果として体感できるかどうか不明なものが多い。そこで我々は、脂肪細胞に対する影響を多面的に調べることで、既存の食品成分との差別化ポイントを明らかにすることを目標とした。

応用の可能性
脂肪細胞の分化抑制および分化促進、並びに蓄積脂肪の分解促進という異なる作用性を発揮する素材を見出しており、これらを組み合わせることで内分泌器官としての脂肪組織を正常に機能させ、メタボリックシンドロームの予防・改善の役立つ食品を開発できる可能性がある。
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各種沖縄産素材から、エタノールあるいはヘキサンエキスを調製した。これらエキスを培養脂肪細胞に添加し、脂肪分解促進・脂肪蓄積抑制・脂肪蓄積促進作用の有無を調べた。その結果、このような作用を示すエキスを数種見出した。これらエキスがメタボリックシンドロームの予防・改善に役立つかどうかを検証する目的で現在動物試験を実施している。本研究は社会連携研究事業の一環である。
連絡先：岡山理科大学　理学部　臨床生命科学科　食品予防医学研究室　浜田博喜（教授）
TEL：086-256-9473（直通）,　FAX：086-256-8468,　E-mail：hamada@das.ous.ac.jp
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培養脂肪細胞（Oil red O染色）





素材の一例





調製エキスの一例








[image: image3.jpg]. > "
..l v)
mw o



[image: image4.jpg]


